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(5) 直流無極線条継電器 (D. C. 

neu tral line relay ・ 写真一14)

構造動作原理は直流無極軌道継7丘

捺と同様であるが， 各径の制御閉路

に使用するために抵抗は大きく定絡

電流 20 mA. 級輸抵抗 500ο である。

踏切答報機 ・ A型信号繊等の制御お

よび構内保安用制御回路に使用され，

その目的により交流と同様に反応、 ・

保持等の継電採がある。 写真ー15. "在流断続継電器
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(6) 直流線条連動継電器 (D . C. 

interlocking line relay) 

動作原理は直流軌道連動継電総と

同様であって， 踏切5警報織の 11地御に

使用されている。構造は 2 fl聞の無極

線条継電総を組合わせたものである。

(7) 直流断続継電器 (D. C. flasher 

relay. 写真ー1 5)

この継電誌は踏切答報機の主主報灯

を左右交互に点滅させるもの 図 9.
ード発信継電総動1'1'原理図

で ， 定位および反位接点を交

互に 1 分間約 40-60 l!îl の標

準で， 前J l!fl動作を繰返すよう

になってL、る。動作原理は図 (+l__p

-8 に示すように，接経子に取

付けられた線輪切換接点の動

作によって， 断続jli!J作を行わ

しめるもので， 切換接点によ

って無限ryl滋級輸を短絡するものと，

酸化銅整流総を使用したもの等があ

る。定格電流 50MA，線輸抵抗 200

.0.である。

(8) コ ー ド発信継電器 (code transｭ

mitter) 

交流および直流コ ー ド軌道回路の

コード電流発信用の直流継電訟であ

って，接点の材質によって交流用と

直流用との区別がある。動作原理は直

流断統継電球と同様であって， 図-9 に

示すように線輪切換接点により無励磁

線輸を短絡させて断続動作を行うもの

である。各鉄心に銅環をかぶせること

によって ， lfOJf乍に緩動および緩放性を
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写真ー16
直流有甑線条継電球
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与え，適当な断続回数を得て発信コー ド数を決めている。 一例

として定機電流 80MA，線輪抵抗 125 .0.で発信コード数は 1 分

間 30 コードおよび 70 コードのものが使用されている。

御法)や継電連動のように多数の継電器を使用するものでは，

軌道継電器を除いては小型化された挿込型継電訴を使用してい

る。構造は線輪および接点部分を縦電総ベースに値込んである

姉込片に接続して

固定し， これを電

気的に結線されて

いる継電器箱のジ

することができ，

また継電総の動作

状態を各極の制御

回路に伝達するよ

うになっている。

この継電誌の取付

は級輸部分が翁f1l1J

になるように， 償

向きして塵挨(じ

んあし、)のたまるのを防止している。

写真一17. 挿込型直流無極線条継11ì#ö

(11) 掃込型直流無極線条継電器 (plug-in type D. C.neutral 

line relay ・ 写真 17)

もっとも代表的な掃込型継電総で各種の制御回路に使用され

ている。構造は図ー10 に示すように線輸に電流が流れると鉄心・

継鉄 ・ 接極子の磁気回路に磁束が生じ，磁極は接極子を吸引し

その他端で接点伝動子を押上げるから， 接点の可動片が押上げ

られて定位接点を構成する。定絡は電圧 24V， 電流 120MA で

ある。

(12) 挿込型直流緩動継電器 (plug- in type D. C.slow acting 

relay ・ 写真一18)

この継電器は図 11 に示すよ うに

鉄心の先端に銅環が設けられてあっ

て ， この銅環の誘導作用によって動

作にl時分を要するようになっている。

すなわち継電線に電流を通ずるとそ

の電流の増加に応じて， 鍋環中に誘

起される電流が逆に鉄心中の磁東に

彩響を及ぼし，磁束の変化を妨げる

ように作用するために， 磁東は銅潔

の手前]で空間に漏洩(ろうえい)する

から，接極子は動作し得ないのであ

る。 この現象は銅環中の逆起電力が

減少して， 空間を通る漏洩磁束があ

る一定量になるまで続くから，継電

総が動作するには普通のもの よ りも

長い時分を要することになる。接近

鎖錠回路の解錠用として使用された

写真一18
挿込型直流緩動継電総

図ー11.挿込型直流緩動
継電器の動作原斑図

属関空

(9) 直流有極線条継電器 (D. C. polarized line relay ・ 写真 が，現在はあまり使用されていない。

16) 定絡は電圧 24V，電流 120MA で緩

構造動作原理は直流有極軌道継電器と同様で，直流電気転轍 勤時素は 0_1 秒程度である。

探の表示継電総や， 単線自問J閉塞区間における運転方向選別用 (13) 挿込型直流緩放継電器 (plug-

の継電球として使用されている。定格は直流書!\極線条継電総と in type D. C_ slow release relay. 

同様で電流 20MA， 線輪抵抗 50.0. である。 写真一19) 写真ー19.
(10) 掃込型継電器 (plug-in type relay) 構造は緩動継電器と同様であるが， 掃込型直流緩放継電総

直流被告告は交流機器にくらべて力率による損失がないので能 その動作原理は電流が遮(しゃ)断された瞬間鉄心中の磁束が減
率がよく ， 同じ接点数の縦電穏では直流継電器の方を非常に小 少する。この磁束の変化によって銅深中に電流が誘起して鉄心

型化・軽量化することができる。その結果 CTC (*列車集中制 中の磁束の滅少を妨げるように作用する。すなわち銅環のため
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